
校名

校長名

日時

会場

次回の会議日程

令和7年度　２月予定

大会議室

出席者(学校）
平岡校長、森教頭、浦井首席、堀江首席、若竹教諭、西岡教諭、新井教諭、
武井教諭、筒井教諭

傍聴者

議題等(次第順）
1.　校長挨拶
2　協議・報告
　（１）「令和7年度取組の進捗状況」について
　（２）今年度の活動について
　（３）令和8年度使用教科書一覧
　（４）その他
３　その他
　・次回協議会予定について

・現在、SSH３期だが、SSH４期のために学外発信をどうしていくか【委員】
→北河内サイエンスデイを２月に実施している。参加校を増やしたい。SSHでない高校の悩みを聞き、アドバイザーとして事例
を共有して、本校の知見を広める、【教諭】

・外への発信は良いが、負担ではないか。働き方改革に力をいれているということだが、何を減らしていくのか【委員】
　→ゼロからでなく、今ある教材の共有していく。「いらっしゃい探究」（探究公開授業）ではそこまで負担はない。
【校長】

・教員の働き方改革について。やめることリストの実効性は？【委員】
→改革がうまくいくと、重要なことにより時間をかけることができる。【校長】

・毎年働き方改革といわれる。先生方がつぶれないようにしてほしい。最近の働き方はどうか？【委員】
→この１年はＡＩに助けられてきた。報告書や２つ業務が重なると、しんどかったが、生成AIに頼るとよく整えてくれる。課題作成
時の時間短縮につながる。【教諭】

・生成ＡＩに関しては、大学生では、論文や課題への不適切な使用問題がある。大丈夫か？【委員】
→探究でも教科でも使わせている。教員でなくとも添削できる。提出の際は、どう添削されたかを提出させる【教諭】

・探究の時間の生成ＡＩの使用について、どう指導しているのか？【委員】
→引用文献にいれるよう指導している。聞くのはいいが、どこにどう使用したのか、最終的には自分たちに責任があると記す。
情報検索はすごく早くなる。情報源を聞いて、併せてチェックさせる。いいツールだが、どこからとってきたか、ファクトチェックし
て使うよう指導している。コミュニケーションが減る。良し悪しある。お互いの時間が増えるが、今後の課題である。【教諭】

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
令和７年度　学校経営計及び学校評価
令和８年度使用教科書(選定・採択)一覧表

備考

本校東館2階　大会議室

出席者(委員）

開催場所

田中委員、梅田委員、阪口委員、串田委員、中村委員

学校運営協議会議事録

府立四條畷高等学校

平岡　香子

開催日時 11月25日　15時30分
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